








研究目的 

 IUGR は成因論的に染色体異常などの胎児側原因を除外すると多くの場合,妊娠中毒症を

代表とする母体因子胎盤因子などを基盤とした低酸素状態に起因すると考えられている。

したがってこれら IUGR 児は慢性的な低酸素状態におかれていると考えられ,分娩という急

性の低酸素負荷を受けると高率に胎児仮死を発症することは IUGR 児の周産期統計からも

明かである。低酸素状態にさらされた胎児は嫌気的解糖によるエネルギー獲得を余儀なく

され,そのエネルギー源として胎児組織の glycogen が重要であるとされている。未熟

児,IUGR 児ではこの glycogen storage が少ないために適応不全を起こし,胎児仮死，新生

児仮死さらには低血糖などの新生児合併症を生ずると考えられる。そこで本研究では IUGR

と胎児低酸素症の関連において,1)胎児側観点から IUGR における低酸素負荷にたいする糖

質代謝の特徴,2)IUGRの発症要因の1つである母体側の循環動態の解明を目的とし,本年度

はまず 1)について以下の検討を行った。 


